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スメクタイトは粘土鉱物の一種であり、地球表層において熱水変質作用や続成作用な

どによって 2次的に生成される。スメクタイトは膨潤性、陽イオン交換性、増粘性など

の多様な性質があり、土質材料として様々な用途（土木建築工事の止水材、鋳物砂の粘

結剤、ペットのトイレ砂、化粧品、歯磨き粉など）に使われている。スメクタイトを主

成分として含む岩石はベントナイトと呼ばれ、国内でも山形県や宮城県などで現在も採

掘されている。 

ベントナイト鉱山に由来する土質材料中にスメクタイトがどのくらいの量含有して

いるのかはあまりよくわかっていない。スメクタイトの含有は、X 線回折法（XRD）に

より確認でき、XRDによるピーク面積（積分強度）は含有量を表す。しかしながら、ス

メクタイトの最強線ピークは低角側（2θ=5 - 7°）にブロードで現れるため、小角領域（2θ

≦10°）の非晶質ナノ粒子の散乱との分離が難しかった。一方で、スメクタイトはメチレ

ンブルーという色素を大量に吸着する性質があり、メチレンブルー吸着量はスメクタイ

ト含有量を表すとされる。本研究では、土質材料中のスメクタイト含有量を評価するこ

とを最終目的として、国内外のベントナイト鉱山に由来する試料について、小角 X線散

乱測定とメチレンブルー吸着量測定を実施した。 

小角Ｘ線散乱測定では、2θ=0.1 - 9° にナノ粒子の散乱が、2θ=5 - 7° にスメクタイトの

最強線ピークが現れた。これを Tsukimura and Suzuki (2020)に従って、試料の量やつめ方

によらない規格化散乱強度に変換した。ナノ粒子の散乱を簡単な関数で近似してナノ粒

子散乱とスメクタイトピークを分離し、両者の積分強度を求めた。メチレンブルー吸着

量は JIS Z 2451 (2019)の比色法に従って測定した。日本粘土学会参考粘土試料 JCSS-3101、

JCSS-3101b、JCSS-3102などの試料のスメクタイトピークの積分強度とメチレンブルー

吸着量は原点を通る直線上に相関した。一方で、米国ワイオミング鉱山由来の試料等は

この直線からはずれた。また、ナノ粒子散乱の積分強度から Tsukimura and Suzuki (2020)

に従ってナノ粒子含有量を求めたが、これとメチレンブルー吸着量は相関しなかった。 
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